
市の人口・世帯数
人 口
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女

世帯数

34,955人（+34）
17,100人（+6）
17,855人（+28）
10,615世帯（+16）

10月1日現在 住民基本台帳人口による

（ ）は前月比
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第
１
回
本
巣
市
敬
老
祝
賀
会
 

各
地
域
市
民
運
動
会
の
開
催
 

交
通
指
導
所
の
開
設
 

も
と
バ
ス
出
発
式
 

  
 

   　
１０
月
1
日
か
ら
運
行
さ
れ
ま
し
た
、本
巣

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
も
と
バ
ス
」
の
出
発

式
が
9
月
３０
日
、市
役
所
本
庁
舎
玄
関
前
に

お
い
て
行
い
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
は
、「
も
と
バ
ス
」が
本
巣
地
域
南
部
、

糸
貫
地
域
、真
正
地
域
を
走
る
こ
と
を
記
念

し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
内
藤
市
長
か
ら

岐
阜
乗
合
自
動
車
（株）
の
陶
山
専
太
郎
社
長

に「
も
と
バ
ス
」
の
鍵
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

バ
ス
の
運
転
手
の
方
に
は
出
発
を
祝
し
て
花

束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、く
す

玉
割
り
の
あ
と
、「
も
と
バ
ス
」
に
車
椅
子
利

用
者
の
方
や
本
巣
西
保
育
園
児
な
ど
、大
勢

の
来
賓
の
方
を
乗
せ
、台
風
の
あ
と
の
晴
天

の
下
、
出
発
し
ま

し
た
。
 

こ
れ
か
ら
皆
さ
ん

の
足
と
し
て
多
く

の
皆
さ
ん
が
「
も

と
す
バ
ス
」
を
ご

利
用
い
た
だ
け
る

こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
お
り
ま
す
。
 

 

            　
本
巣
市
と
し
て
初
め
て
の
敬
老
祝
賀
会
を

9
月
3
日
真
正
地
域
、9
月
１０
日
本
巣
地
域
、

9
月
１４
日
根
尾
地
域
お
よ
び
１０
月
１２
日
糸

貫
地
域
の
各
会
場
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
の
対
象
者
は
3，
0
7
5
人（
７５
歳
以
上
）

の
う
ち
、約
1，
1
0
0
人
の
方
が
出
席
さ
れ

ま
し
た
。 

　
式
典
で
は
、来
賓
と
し
て
県
議
会
議
員
、岐

阜
地
域
福
祉
事
務
所
長
、市
議
会
議
員
の
皆

様
を
お
迎
え
し
開
催
し
ま
し
た
。
各
地
域
の

代
表
者
が
市
長
に「
長
寿
を
お
祝
い
く
だ
さ

り
、こ
の
よ
う
な
盛
大
な
敬
老
会
を
開
催
し

て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
に
よ
り
一
層
愛
さ
れ
尊
敬
さ
れ
る
高

齢
者
と
な
る
よ
う
努
め
、市
の
さ
ら
な
る
発

展
の
た
め
経
験
を
生
か
し
、精
一
杯
努
力
す
る

こ
と
を
誓
い
ま
す
。
」
と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。 

　
式
典
終
了
後
、余

興
を
行
い
、小
林
幸

子
そ
っ
く
り
さ
ん

の
歌
謡
シ
ョ
ー
を

皆
さ
ん
心
ゆ
く
ま

で
堪
能
し
、楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご

し
て
み
え
ま
し
た
。
 

    　
9
月
２１
日
か
ら
３０
日
ま
で
の
秋
の
全
国
交

通
安
全
運
動
期
間
中
に
市
内
の
主
要
道
路
で

交
通
指
導
所
を
開
設
し
ま
し
た
。
北
方
警
察

署
・
交
通
安
全
協
会
本
巣
支
部
・
交
通
マ
マ
さ

ん
・
精
華
保
育
園
園
児
に
協
力
し
て
い
た
だ

き
、ド
ラ
イ
バ
ー
や

同
乗
者
に
交
通
安

全
啓
発
チ
ラ
シ
な

ど
を
配
布
し
、事
故

を
起
こ
さ
な
い
よ

う
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

     　
１０
月
3
日
、本
巣
地
域
と
糸
貫
地
域
に
お

い
て
市
民
運
動
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
両
地

域
と
も
午
後
の
部
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、

午
前
の
部
で
は
、白
熱
し
た
競
技
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、１０
月
１０
日
に
予
定
さ
れ

て
い
た
根
尾
地
域
と
真
正
地
域
の
市
民
運

動
会
は
、全
日
程
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
自

治
会
対
抗
種
目
の
競
技
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。
 

本
巣
地
域
 

　
午
前
の
予
選
の
み
の
た
め
、結
果
が
あ
り

ま
せ
ん
。
　
 

糸
貫
地
域
 

　
○
大
縄
と
び
 

 
 
優
　
勝
　
天
神
 

　
　
準
優
勝
　
数
屋
 

　
　
第
3
位
 
大
構
 　

○
玉
入
れ
 

　
　
優
　
勝
　
天
神
 

　
　
準
優
勝
　
大
構
 

　
　
第
3
位
　
早
野
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防
犯
ブ
ザ
ー（
ま
も
る
く
ん
） 

北
方
地
区
遊
技
業
組
合
が
寄
贈
 

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
 

小
学
校
に
傘
を
寄
贈
 

    　
9
月
２４
日
、本
巣
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ（
村

瀬
孝
夫
会
長
）と
岐
阜
淡
墨
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ（
遠
藤
雅
通
会
長
）が
本
巣
市
教
育
委

員
会
を
訪
れ
、ク
ラ
ブ
創
立
1
0
0
周
年
を

記
念
し
小
学
校
8
校
に
計
3
1
0
本
の
傘

を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
そ
の
折
、高
橋
茂
　
教
育
長
は
、「
尊
い
お

心
を
か
み
し
め
て
、交
通
事
故
を
無
く
し
、い

つ
ま
で
も
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
」

と
、お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。 

　
交
通
安
全
の
願
い
が
込
め
ら
れ
た
濃
い

黄
色
の
傘
は
、本
巣
市
教
育
委
員
会
を
通
し

て
各
小
学
校
に
配
付
さ
れ
ま
し
た
。
 

            

職
場
の
体
験
学
習
 

（
真
正
中
学
校
2
年
　
片
岡
　
広
紀
） 

『
ス
ポ
ー
ツ
フ
ァ
ミ
リ
ー
賞
』受
賞
！！
 

本
巣
市
糸
貫
地
域
 

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
 

    　
真
正
中
学
校
2
年
生
は
、5
月
２７
日
に
名

古
屋
研
修
に
行
き
ま
し
た
。
 

　
班
で
行
く
所
を
決
め
、ア
ポ
を
と
り
、ホ

テ
ル
や
水
族
館
、新
聞
社
な
ど
へ
行
き
、見
学

や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
て
き
ま
し
た
。
企
業

の
見
学
で
は
社
会
で
働
く
人
の
大
変
さ
な

ど
が
分
か
り
、と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
当
日
は
道
に
迷
っ
た
り
、時
間
に
遅
れ
そ

う
に
な
っ
た
り
し
て
大
変
で
し
た
が
、班
の

仲
間
と
協
力
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、8
月
4
日
に
は
職
場
体
験
学
習
を

行
い
ま
し
た
。
 

　
興
味
の
あ
る
職
業
や
職
場
を
考
え
、地
区

に
あ
る
事
務
所
や
職
場
に
体
験
学
習
を
お

願
い
し
ま
し
た
。
 

　
コ
ン
ビ
ニ
、市
役
所
、工
場
な
ど
、実
際
の

現
場
で
仕
事
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
体
験
を

通
し
て
仕
事

の
内
容
や
働

く
こ
と
の
大

切
さ
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
、

と
て
も
い
い

体
験
に
な
り

ま
し
た
。
 

    　
北
方
地
区
遊
技
業
組
合
か
ら
本
巣
地
区

社
会
福
祉
協
議
会
を
通
じ
て
、防
犯
ブ
ザ
ー

1，
1
4
7
個
が
本
巣
市
の
各
小
学
校
お
よ

び
中
学
校
1
年
生
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
各
家
庭
に
お
い
て
、ど
の
よ
う
に
使
う
の

か
、ど
ん
な
音

が
出
る
の
か

確
認
し
て
い

た
だ
き
、い
ざ

と
い
う
と
き

地
域
を
あ
げ

て
児
童
生
徒

た
ち
を
守
り

ま
し
ょ
う
。
 

     　
9
月
5
日
、第
１
回
本
巣
市
糸
貫
地
域
男

子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
当
日
は
１０
チ
ー
ム
が
参
加
し
、熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。
大
会
結
果
は
、次
の
と
お

り
で
す
。
 

　
優
　
勝
　
長
　
屋
 

　
準
優
勝
　
上
　
保
 

　
3
　
位
　
ひ
ば
り
 

　
　
　
　
　
見
　
延
 

              　
9
月
２３
日
、岐
阜
メ
モ
リ
ア
ル
セ
ン
タ
ー

「
で
愛
ド
ー
ム
」で
開
催
さ
れ
ま
し
た
、第
１３

回
岐
阜
県
ス
ポ
レ
ク
ぎ
ふ
2
0
0
4
の
総

合
開
会
式
の
中
で
、ス
ポ
ー
ツ
フ
ァ
ミ
リ
ー

賞
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
表
彰
さ
れ

た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

柔
道
一
家
 

大
野
　
茂
樹
 

　
　
　
哲
平
 

　
　
　
純
平
 

　
　
　
真
梨
子
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給与所得者の年末調整 
　給与所得者の所得税は、毎月の給与やボーナスから源泉徴収され、年末調整で過不足が精算
されることになっています。年末調整の対象となる方は、「給与所得者の扶養控除等申告書」を、
年末調整を行う日までに提出している一定の方です。 
　この年末調整では、配偶者控除や生命保険料控除などの控除が受けられます。扶養控除等申
告書などを提出し、もれなく控除を受けるようにしましょう。 

 　平成16年分から、配偶者特別控除のうち、配偶者が控除対象配偶者に該当する場合に適用される
部分（配偶者控除と重複して控除される部分）が廃止されましたのでご注意ください。 

　給与所得の金額は、給与の収入金額から給与所得控除額を差し引いて算出します。 
　給与所得者の場合は、勤務に伴う必要経費などの概算控除として、給与所得控除額が給与の
年収額に応じて定められています。 

　給与所得者であっても、次のような方は確定申告をしなければなりません。 

　①１年間の給与収入が、2,000万円を超える方 

　②給与を2カ所以上からもらっている方 

　③給与所得や退職所得以外の所得金額（収入金額－必要経費）の合計額が20万円を超える方 

   確定申告をする必要がない方でも、次のような場合は、確定申告をすると源泉徴収された所
得税が還付されることがあります。 

　①マイホームを住宅ローンなどで取得した場合 

　②多額の医療費を支払った場合 

　③災害や盗難にあった場合 

   ④年の途中で退職し、再就職していない場合 

　⑤給与所得者の特定支出控除の特例を受ける場合 

給与所得の金額の計算について 

確定申告をしなければならない場合 

確定申告をすると所得税が還付される場合 

※詳しくは最寄りの税務署または税務相談室へお尋ねください。 
1058-262-6131（岐阜北税務署） 

所得税の予定納税（第2期分）  納税の期間は、平成16年11月1日から11月30日までです。 

　納税する金額は、予定納税が必要な方へ6月中旬に税務署から郵送されている「予定納税額の通知書」に記載さ
れた第2期分の金額です。 
　廃業や業況不振などにより、その年の年間所得や所得控除などを見積もって計算した税額が予定納税基準額に
満たないと見込まれる場合には、予定納税額の減額を求める手続きをすることができます。この手続きを希望され
る方は、平成16年11月15日までに「予定納税額の減額申請書」を税務署に提出してください。 

 

広報  
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   昭和49年以来「税を知る週間」として、全国統一キャンペーンを実施してきましたが、 今後の本格的な高齢社
会の到来にあたり、国民の皆さんには、税を“知る”だけでなく、税の仕組みや目的を“考え”ていただき、国の基
本となる税に対する理解を深めていただくことを明確にするため、11月11日から11月17日を「税を考える週
間」に改称しました。 

税を考える週間 11月11日から11月17日までは「税を考える週間」です。 

いとぬき朝市「柿まつり」 
　今月のいとぬき朝市では、富有柿の最盛期に合わせて「柿まつり」を開催します。 

　日　　　時　平成16年11月21日（日）午前7時～ 
　場　　　所　道の駅・富有柿の里 
　おすすめ品　「富有柿」 
　イベント内容 
　●お楽しみ抽選会 

　　先着500名様に抽選券を配布し、すてきな商品をプレゼントします。（空くじなし） 

　　配布：午前7時～　抽選会：午前7時30分～ 

　●干し柿づくり実演販売 

　●柿の重さ当てクイズ（賞品あり） 

　●柿とりストラックアウトなどおもしろいゲームがいっぱい！（賞品あり） 

　●飲食コーナー　焼きそば・だんご・五平餅・コーヒー・ジュースなど 

　●餅まき・菓子まきを午前9時からふれあい広場で実施 

　「柿まつり」では、地元農家によるとれたての野菜・花・苗・たまごなどの農産物をお値打ちに販売いたします。

また、子どもさんからお年寄りまでお楽しみいただけるよう、各種イベントを予定していますので、ご家族そろっ

てのご来場をお待ちしております。 

 
 
『いきいき農業塾』 
　富有柿の里では「いきいき農業塾」を開講します。農業に興味のある方、季節の野菜や果樹栽培に挑戦した

い方、もっと上手に野菜や果樹を作りたい方、お気軽に参加してください。 

　今月のテーマ 「上手な干し柿の作り方」 

　日　　時　平成16年11月12日（金）　午後1時30分～午後3時30分 

　場　　所　富有柿センター視聴覚室 

　募集人数　30名程度 

　参  加  費　無　料 

　参加申込方法 

　　富有柿センターへ直接または電話・ＦＡＸでお申し込みください。 

　申込・問い合わせ　富有柿センター 

　　1058-323-4511　5058-323-4500

 



 

�� �¿�C�‹�q�b�¢ �� ��������������

　保険料の納付期間が40年に少し足りません。できれば満額の年金をもらい
たいので、60歳以降も保険料を納めて加入期間を延ばし、納付期間に足しても
らうことはできますか。 
 
 
60歳から65歳未満の人は国民年金に任意加入できます。 
　国民年金では日本国内に住所を有する20歳以上60歳未満の人はすべて強
制加入となっていますが、この他に任意加入の制度もあります。これは、自己都
合により保険料を納め忘れ、受給するための条件である25年を満たせない方や、
すでに25年以上は納めたがより高い年金をもらいたいという方、海外に居住し
ても国民年金をもらいたいという方々に対応するためです。 
　任意加入できるのは次のようになっています。 
　　1．日本国内に住所がある60歳以上65歳未満の人。 
　　2．日本国籍をもち、海外に居住する20歳以上65歳未満の人。 
　　3．日本国内に住所がある20歳以上60歳未満の人で、すでに厚生年金保険
　　　の老齢年金や共済組合の退職年金を受けているため、強制加入から除外
　　　されている人。 
　なお、昭和30年4月1日以前に生まれた人は、65歳までに受給資格期間を満
たせなかった場合70歳まで加入することができます。 
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検診内容：便潜血検査2日法 

対  象 者：40歳以上の方 

検診期間：平成16年11月15日～12月11日 

検診機関：市内委託医療機関 

自己負担金：500円 

検診内容：ＰＳＡ（前立腺特異抗原） 

　　　　　検査…血液検査 

対  象 者：50歳以上の男性 

検診期間：平成16年11月15日～12月11日 

検診機関：市内委託医療機関 

自己負担金：500円 

大腸がん検診 前立腺がん検診 

　2月に実施しました家族調査票において受診希望された方に、検診受診票などを送付しますので、案内文書をよく確認
のうえ受診してください。（大腸がん検診と前立腺がん検診は同じ検診期間内に実施します。） 

大腸がん検診・前立腺がん検診のお知らせ 
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喫煙量と肺がんのリスクとの間に明瞭な関係があります。 

 
 　がんで死亡しないためには、塩分や脂肪、飲酒の過剰摂取や喫煙を避け、野菜の適量
摂取に心がけるなど、生活習慣の改善に取り組むことです。そして早期発見、早期治療に
つなげるための検診も積極的に受診していくことが大切です！ 

 


